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新 谷
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堆
ゲーアハルト・ハウプトマン (GerhartHauptmann 1862-1946) の『踏
切番ティール』 BahnwtirterThielは，「短篇小説的習作」 (Novellistische 
Studie)という副題をつけて， 1888年にミュンヘンの M.G.Conradの編
集になる雑誌『社会JDie Gesellschaf tに発表された．ハウプトマン自身
が書いているように， この作品はすでに一年前の 1887年春に完成してい
るが，これによって彼は「作家 (Schriftsteller)として世に出た」1 のであ
った．この作品がハウプトマンにとって文学的出発点であったという端的
な事実を越えて，結論的に言えば，この作品にはドイッ最大の劇作家の一
人と仰がれるに至ったこの作家のあらゆる文学的特色がすでに先取りさ
れているように思われる．この作品の評価に関しては，これまでに Fritz
Martini2ゃ WernerZimmermann8ゃ Bennovon Wiesがなどによ
って詳細な研究がなされており，この作品が19世紀のレアリスムスと20世
紀の散文文体との間の橋渡しをしていること (Martini)や，この作品にお
ける象徴的形姿の形成によってすでにハウプトマンが自然主義のプログラ
ムを克服していたこと (Wiese) などが指摘されており， 今更ながらこの
作品の解釈を試みることは屋上屋を架すきらいがないでもないが，筆者自
身の理解のために敢えて， 作品に即した解釈 (Diewerkimmanente Inter-
pretation)の立場から，問題点を探り出そうと試みるのがこの小論の目的
である．
-162-
1この作品のテーマについては， この小説の書き出しの一節と最後の締め
くくりの一節とを直接並べてみれば明らかになる．
「勤務のある日や病気で寝ている日は別だが，踏切番のティールは
日曜日にはきまってノイ・チッタウの教会の席にすわっていた． この
十年のあいだに彼は二度だけ病床についたことがある．一度目は，通
過中の機関車の炭水車から落ちてきた石炭のかけらが当たって，足を
砕かれ，線路沿いの溝にころげこんだためで， もう一度は，蟇進する
急行列車から，彼の胸のまん中へ飛んできたぶどう酒びんのせいであ
る． この二度の災難は例外で，あとはどんなことがあろうと，非番の
日の彼を教会から遠ざけることはできなかった.」 （223）
「みんなは彼の手足を縛らなければならなかった．そして，そのあ
いだに応援を求められてやって来た憲兵が監視して，彼をベルリンの
未決鑑へ護送したが， しかし，その日のうちに彼はそこから公共慈善
病院の精神病科へ移された． この引き渡しのときにも，彼は，あの茶
色の小さな帽子を両手に握りしめて，疑ぐり深そうに細心の注意をは
らい，こまやかな情愛をこめて，それを見張っていたのである.」（261）
勤務に忠実で日曜日毎に教会参りを欠かさない実直で敬慶な男が，最後に
は，妻子を惨殺するという凶行を犯し，手足を縛られて拘置所へ送られ
る．十年間に二度しか病気をしなかった－それも勤務中に偶然起きた外
傷のためであった－健康そのものであるこの男が，結局精神病院に入れ
られることになる． この対比は，秩序づけられた健康な生活というこの男
のおだやかな世界が，救いようもなく完全に内的な崩壊へと急転している
ことを示しており，その結果，平和な聖なる世界に対して仮借なく迫る破
壊するものの力の優勢を表わしているのである．従って，仮借なく迫る諸
力によって滅ぼされる人間の宿命におけるどうにも逃れようのない絶望と
I
’
－163－
’
I’
空しさがこの作品の主題なのである．
このテーマは，結局のところ， 自然主義のいわゆる否定的な要素を示し
ているに過ぎないけれども， この作品の芸術的独自性は，繰返し現われる
モチーフによって関連づけられた作品構成の巧妙さと， ときには客観的な
報告者のような， ときには心理学者の鋭い分析をもった，そしてときには
詩人の，隠れたものを予感しそれを引き出す探求力をもった文体の変化と
にあるのである．一人の男が外的および内的出来事によって徐々に破滅へ
と追いつめられてゆく過程が，慎重に正確に現実に即して直接に語られる
のであるが，任意の現実描写が問題なのではなくて，一定の関連をもった
芸術的変化が重要なのである．それは，なるほど現実的な対象に，具体的
な周囲の世界とか，心理的な過程とかに依存しているけれども， しかしそ
ういった自然や事物と主人公の内面に一定の関連を与えることによって，
個々のものから一般性を引き出し，感覚的な現象を越えて，見えるものか
ら見えざるものを透かせ，それらに意味を与える芸術的変化なのである．
しかしながらその場合にも，作者のイメージのおもむくままに奔放な詩的
自由でもって描かれているのではなく， また思索的・省察的な態度は避け
られていて， リアルな対象を厳密に観察し，その上で認識された現実を叙
事的に語る方向を取っているのである．
物語全体は最後の破局への準備であり，最初から，一見付随的に見える
出来事がすべて最後の破局のモチーフづけに用いられており，それによっ
てわれわれはドラマ的緊張をしいられる．つまり， この作品のテーマを支
えるものが，一つにはこのドラマ的緊張の様式なのである． しかしこのド
ラマ性は， この主人公の行為と過失から成立するものではなく， この男の
存在そのものの悲劇性において説明されるのであって，従ってそれは状態
の表現によって示されるものであって，発展の表現ではないのである．そ
れによってテーマの暗示するドラマ的・運動的なものが叙事的・静止的な
妥当性を得るのである．
｜
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物語は三つの章に分かれているが，第一章ですでに，ティールの内的な
筋 (Handlung)に関わる心理的なモチーフが明らかになっている．最初の
五年間は独身であったティールは，五年後のある日， 「ひよわで病身そう
な」 (223) 「若くてやさしい」 (223) 女と結婚するが，「村の人々が言った
ように，ヘルクレスもさながらな身体つきのティールとはあまり釣合いの
とれない女性であった．」 (223) この細君は二年目にトビーアスという男
の子を生んで， その産褥で死んでしまう． そこでティールは子供のため
に，今度は頑健な働き手である後妻レーネをめとる．彼女は踏切番にとっ
て外見的には「おあつらえ向きのように」 (225) 見えるが，そのために内
面的には「踏切番とちがって魂がこもっていなかった」 (225) ので，先妻
のミナ以上に彼との隔たりがあって， 「みんなが踏切番を気の毒がった」
(225)のである．外見上の調和と内面的な相違という不一致は，踏切番を
常に苦しめ，不安の中に落しいれる．ときにはレーネの豊満な肉体が彼を
とりこにし，ときには彼女の魂の貧困さが彼を突き離す．こうして彼は絶
対的な肉の隷属と内面的な違和感との間をあちこちと投げ出されるのであ
る．この緊張感を，彼は比較的精神的な愛で結ばれていた先妻ミナとのあ
る種の神秘的な交わりによって逃れようとする．人里離れたところにある
彼の番小屋と受け持ちの線路区とが「もっぱら亡き妻の霊に捧げる聖地」
(226)であって， 「自分の自由になる時間を良心的に現在の妻の分と死ん
だ妻の分とにふり分けることによって，ティールは実際に自分の良心をな
だめていた」 (227) のである．しかしすでに同時に，この聖地が悲劇的な
事件の中心となり，彼が救いを求めているこの場所を不幸のそもそもの発
生地たらしめる二つの危険が予告されている．その一つは外的に，つまり
後妻のレーネがいつかは聖地に侵入し，ただ彼女がそこにいるだけで冒漬
することになりはしないかというおそれであり，もう一つは内的に，昼間
は亡き妻との精神的な交流も昔のなつかしい思い出をいろいろと呼び起こ
すだけにとどまっていたが，夜の闇がおりて「吹雪が松林を渡り線路に荒
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れ狂うとき」（227）深夜に角灯のそばにうずくまるテイールが「忘我の境
地におちいり，その境地は高まって幻覚を呼び，現われてくる幻覚のなか
に彼は亡き妻の姿をまざまざと見た」（227）というような感覚と精神の病
的な徴候が認められることである． こうしてすでにティールにとって，彼
の聖地においてすら，家庭が妨げている心の平和を見出すことができない
ことが暗示されている．亡き妻との精神的な交流と現在の妻との肉体的な
情欲の結びつきとが， この踏切番の物語の主要な葛藤なのであり，それは
つまり，霊的な諸力と本能的な諸力との闘争であり， この物語全体を貫流
するものとして， ドラマ的緊張を呼び起すのである．そしてこの葛藤の中
心に位置するのが，先妻の生んだトピーアスであり， トビーアスに対する
踏切番と後妻との対立的な関係によって， ますます緊張が強められるので
ある． 「子供のように善良で従順な」 （226） テイールが， ことトビーアス
に関する限り「断固とした様子」（226）を見せるのであるが，一方「父親
の愛がつのるにつれて， トビーアスに対する継母レーネの愛は減っていっ
た．のみならず， さらに一年たってレーネがやはり男の子を生んだときに
は， トピーアスに対する彼女の愛は，明らさまな憎しみに変わってしまっ
た」(228f)のである．しかも最初のころテイールが見せた「断固とした様
子」 も 「時のたつにつれて次第にまれになって， ついには全然なくなっ
て」（226）しまって，いまではトビーアスが「特に父親の留守中にのべつ
幕なしにいじめられて」（229）も，テイールは「何も見えないという様子
で，近所の親切な人たちがいろいろとほのめかしてやっても， まるでわか
ろうとはしなかった」（229）のである．
こうして，主要人物とその相互関係という第一章の導入描写がすでに，
物語全体の緊張構造を露わしており， この小説をドラマ的構成へと導くの
である。
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十年間という時期の経過状態を一般的にたばねている第一章での語り口
は，主要人物の対立関係を示す内面的な問題が概して外から眺められてい
て，客観的な報告者の文体でもって， とりわけ「人々」の意見を取り入れ
たり，霊的な状態の描写ですら外的な観察をもとにして，報告的に描かれ
ている．つまり， ドラマ構成における前史(Vorgeschichte)に当るもので
あって，いわば物語の「過去」に属するものであるが，第二章が始まると
ともに，表現の仕方が完全に変化している．それは， もはや十年という期
間ではなく，第二章と第三章を合わせて僅か三日間の事件の詳細がすべて
正確な時間的順序を追って展開することである．そのことによって，舞台
における現在の時点において演じられるドラマ的緊張に妥当するのであ
る．
第二章は正確な時間表示で始まっている． 「六月のある朝，七時頃のこ
と，テイールが勤めから帰ってきた.」 （229）勤めから帰るとすぐさま女
房が家計のことでぐちをぶちまける．朝食のテーブルでもその話がむし返
されたとき，ティールは，線路監督が番小屋のすぐ近くの鉄道土手に沿っ
た地所を無料でゆずってくれたことを話してしまう． じかしここでは，第
一章で予告された番小屋へのレーネの侵入という不安は起らずに，むしろ
その話によって小市民的な家庭の平和が取り戻されて，ティールとレーネ
との関係が好転するかのようである． 「最初はそれを信じようとはしなか
った」(230)レーネは「次第に疑いをはらしていって，やがて目に見えて
上機嫌に」（230）なる“レーネがこの嬉しいニュースを村中に広めるため
に，家をとび出していった間に，ティールは家でトビーアスの遊び相手を
してやる．そして「坊は何になるつもりだい」という父親の質問に対して
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
「監督さんよ」と答える．それは「いつも判でおしたようにきまりきって
● ●
いた． しかし， これは決してふざけた質問ではなかった．番人の夢が実際
にそれほど高いところまで舞いあがっていたからで，彼は大まじめで， ト
ビーアスが神さまのお助けでひとかどの偉い者になってくれるだろうとい
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う願いや希望をかけていたのである.」 （231） それから一眠りして「昼の
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
12時頃に目をさまして」（231）女房が「いつもの騒々しいやり方で」（231）
昼食の仕度をしている間に，ティールはシュプレー河の河岸の花崗岩に腰
をおろす． これは彼の日課のようなもので， 「村じゅうの人は， どうにか
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
外に出れるという天気の日なら，かならずここで彼の姿を見かけるのが常
● ● ●
だった.」 （231）彼は子供時代の遊びをいくつか覚えていて，それを彼に
なついている村の子供たちに教えてやるのである． ときには「宿題を聞き
ただしてやったり，聖書や讃美歌集の文句を覚える手伝いをしてやった
り」（223）するのである．昼飯がすむと，再び横になり，休息が終わると
午後のコーヒーを飲んで，それからすぐに勤務に出かける仕度をはじめる，
という具合にこの日の出来事は時間的な順序を追って描写される．そして
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
出勤の仕度をする際に「物を一つつかむにも数年来のしきたりがあった」
● ● ● ● ● ● ● ● ●
（232）のである．「． ． ．などがいつもと同じ手順で彼の服のポケットにお
さめられる．赤い紙に包んだ小さな帳面は， とりわけ念入りに扱われた．
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
それは，夜のあいだは番人の枕の下に置かれ， 日中はいつも彼の制服の胸
のポケットに入れて持ちはこばれたのである．包み紙の下のレッテルに
は，つたないなりにも飾り文字にしたティール自身の筆あとで， 「トビー
アス・テイールの貯金帳』と書いてあった.」 （232） これまでのテキスト
の引用でしばしば見られたように（傍点の部分)， この一日の単調な経過
の中にいつも繰返される動作が描かれていることによって，ティールの平
和な小市民的な日常生活の秩序が読者にある種のほほえましさをもって示
されるのであるが， しかしまた同時に，正確な時間的順序が示されること
によって， まもなく突発する事件に対する読者の不安感を強めるのであ
る． 「赤い紙に包んだ」貯金帳は息子への父親の愛情と小市民的秩序の証
明書であると同時に, Zimmermannが指摘しているように，「この言葉
は牧歌的なものと悲劇的なものとの結びつきを表わしている｣5のである．
それは平和な秩序ある世界ではわれわれの安全を守ってくれるかも知れな
I
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Iいが， この世界を仮借なく破壊する諸力の前では何の意味ももたない． こ
の力は，人間が自らの安全を図ろうとするまさにその瞬間に，人間をあざ
笑うからである．そしてまた， この貯金帳を包んだ紙の「赤い色」はまも
なく行なわれる惨劇の血の色をそれとなく暗示しているのである．
こうして読者に緊張をもたらす時間表示は更に正確になる.｢長い振子の
ついた柱時計は，文字盤が黄疽病みのように黄色くなっていたが，ティー
ルの出かけるときに四時四十五分を示していた.｣(232f)この導入で第二
章の後半では,第二の変化が見られるのである．つまり,個々の出来事がそ
れぞれ意味をになうことになり，具体的な出来事の背後にひそむ目に見え
ないものを透かせることになる．そして第三章にかけて，言葉はどちらか
と言えば内面的に充実し，豊かになり，多義性を帯び，表象的になり，象
徴を孕んでくる．人里離れた番小屋へと向うティールを包む途中の森のほ
の暗さ， この部分の雰囲気の密度は，仮借なく迫り来るかの諸力の底知れ
ぬ威嚇をすでに感じさせる． ここで初めて描かれる自然の情景は， ロマン
派が好んだあの人間にとってなじみ深いものではなく，不気味さと人間を
圧倒するまるで不可解なかの諸力の特徴を帯びている． 「結局彼は森の広
い道へ折れて，数分後には深いざわめきの音を立てる松林のなかをたどっ
ていた．松葉のかたまりは深緑に波立つ海もささがらである．地面に積み
重なった湿っぽい苔や松葉の上を，彼はフェルトでも踏むように，足音を
立てずに進んでいった．……もっとさきへ進むと，広い保育林になるが，
ここでは，幼樹を保護するために伐り残されたひょろ長い松の木が， とこ
ろどころに影を落としている．青味がかって，透明で， さまざまな香りを
含んだかげろうが，大地から立ちのぼって，木々の形をぼやけさせていた．
重苦しい乳色の空力§低く梢の上にかかっている．ひっきりなしにカア， カ
アと鳴き声をあげるカラスの群れは，灰色の空で行水を使っているように
見える．道のくぼみが黒い水たまりになっていて，陰欝な自然をひとしお
陰欝に映し出していた.」（233）突然に彼は，「勤務時間が長いためにいつ
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も持ってこなければならないバタ・パン」（233）を忘れたことに気付く．
「しばらくのあいだ，彼はどうとも心を決めかねて立ちどまっていた．そ
れから急に向きを変えて，急ぎ足に村の方向へ引き返した.」（233）必要な
パンを取りに帰るのに， このためらいは何を意味するのだろうか．不可解
な力にもてあそばれる人間のとまどいを意味するのだろうか．毎日きまり
きった手順で運ばれるティールの生活の中で，忘れ物をして引き返すとい
うこの偶然は，決して芸術手段の貧困を意味するのではなく，秩序の中に
まさしく突然現われるかの諸力の顕現を表わしているのである． この必然
的な偶然を予告するのが不吉なカラスの群れであったと同じように，村に
引き返したティールの前に「小百性の家のコールタールを塗った坂塀の上
に灰色カラスが一羽とまっていた.」（234）こうして彼は突然「あたりの静
けさをけたたましく破った」（234）金切声と「堰を切ったようにはげしく
まくし立てる，調子はずれの声」（234）とそのあいだに「着物でもはたく
ような音」（234）を聞くのである．彼は，トビーアスが継母のレーネによ
っていじめられている場面の目撃者となる． 「一瞬間，彼はあやふくわれ
を忘れかけた．痙李のような発作が起こって，筋肉がふくらみ，手の指は
握りこぶしを固めた.」 （235） この怒りは彼にとって「我を忘れる」ほど
に，彼を「打ち負かす」 （235）力なのであって，森の中で外部から接近し
てきたものが，今や内部から彼に迫るのである． しかしながらここでは同
時にまた，その力はもう一方の力によって征服されるのであって， この場
面はまさに諸力の血斗のように思われる．ティールの目が泣きわめく幼い
トビーアスにふれたとき「一瞬間，彼は身うちに頭をもたげてくる何か恐
ろしいものを，むりやり抑えつけなければならないような様子を見せた．
ところが，その緊張した顔のおもてに，突然，昔ながらの鈍重な表情が現
われて，ひそかな情欲に輝く目がそれに奇妙な生彩を加えたのである．数
秒間，彼のまなざしは女房のたくましい手足を伝って動いていた． ． ． ．半
分むき出しになった豊満な乳房が，興奮のあまりふくれあがって，いまに
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も胴着を張り裂かんばかり．からげあげたスカートは，巾の広い腰のあた
りをいっそう大きく見せている．女房のからだから，打ち負かすこともで
きなければ，逃げることもできない一種の力が発散してくるようで，ティ
ールはこれに堪えられないように感じた．」 (236) 「細いクモの糸のように
軽やかで，しかも鉄の綱のように堅いものが彼を包んで，縛りつけて，圧
倒して，骨抜きにしてしまった．」 (236) この力は余りにも大きいので，
人間から決意への意志と言語能力を奪い取ってしまうほどである．こうし
てティールは忘れ物のパンを「唯一の申し訳みたいに母親のまえに出して
見せながら，ぼんやりとしたうなずき方で頭をひょいと動かしたなり，す
ぐさま姿を消してしまう」 (236)のである．
?
第三章は三つの部分に分かれているが（その区切りは一行あけることによっ
て示されている），その第一部は，第二章の後半でおぼろげに示されたかの
諸力が，自然と鉄道線路と驀進する列車の形姿において具体的にそして象
徴的に描かれる．第三章もやはり時間表示で始まるが，もはや時刻は示さ
れずに「規定の時刻に十五分も遅れた」 (236f)という表示によって，この
実直な男に忍びよるある異様さを導入している．彼と交代で勤務する助手
の踏切番は「この勤務につきものの急激な気温の変化にやられて肺を病ん
でいる」 (237) 男だが，この男が咳の音を残して去ると，「この寂莫の地か
ら唯一の人声が絶えてしまう」 (237) 今や人里離れた地で完全に一人ぽ
っちになった彼は「いつものように今日もまた」番小屋の中を自分流に整
頓しはじめる．しかし秩序を回復しようとするこの試みは「心はまだ先刻
の印象にとらわれていて，手が機械的に動いてゆく」 (237) だけのものだ
から，結局は回復されそうもないという感じを与える．列車の通過のベル
が鳴って，彼はのろのろとした足どりで二十歩ほど離れた踏切へ行く．「こ
の踏切はまれにしか人の通らないところだったが，ティールは列車の通過
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する前後にいちいち良心的に横木を開閉するのだった.」（238）そして「仕
事を終えた彼は，いま，列車を待ちながら白黒二色塗りの遮断機によりか
かっていた.」（238）
Martiniはこの踏切番の受動的な態度に注目し，作者自らが取った内面
的な姿勢を， この踏切番を通して，読者にもとらせようとしたのであると
述べている6． ここで，ティールの意志と言語能力を奪い取ったかの「細
いクモの糸のように軽やかで， しかも鉄の綱のように堅いもの」がモチー
フになって， この現実の空間に現われる． 「土手の上を平行して走ってい
る黒いレールは，全体として見ると巨大な鉄の網目に似ていて，その繕り
目が南の果てでも北の果てでも地平線上の一点に集まっている.」 （238）
「大きなクモの糸のように電柱から電柱へからみついて伸びている電線の
上には，烏の群がぎっしりとまといついて， さえずっていた.」 （238）つ
まり，線路と電線という人間の創造した技術のこれらの形姿力3，テイール
の内面からこみあげたあの怒りに対抗し，それをを圧倒したあの諸力を暗
示するのである． そして一方自然は， 「太陽は，いま，雄大な雲の端から
たれさがってきて，濃緑の樹海に没し去ろうとしながら，真紅の奔流を森
一面にそそいでいる．拱廊の柱のように立ちならぶ土手の向うの松の幹
は， まるで内側から燃え立つとでもいうふうで，鉄のように白熱してい
た． レールも火を吐く蛇のように白熱しはじめたが， まつさきに色あせて
ゆく． と見る間に， 白熱の光はゆるやかに大地から上のほうへ移ってゆき
ながら， まず松の幹を，それから松の葉末の大部分を，ひややかな寂滅の
光のなかに残して，ついには梢の末端だけを薄赤い光でちらちらとかすめ
る.｣(238f)ここでは，隠れたものを予感する詩人の言葉で語られている．
この日没の情景は， もっぱら視覚的・光学的に「終始，無言のうちに，お
ごそかにくりひろげられた.」（239）のであるが，それに対し，列車の通過
が与えるものは，音響的・運動的な荒々しさと力強さの印象である． 「レ
ールを伝わってくる震動の地鳴り， リズミカルなとどろき，重苦しいどよ
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めき，それが次第に高まってきて，ついには殺到してくる騎兵隊の馬蹄の
響きもかくやと思われる．あえぐようなぎわめきの音が遠くから，はっ，
はつと断続的に大気を圧してふくれあがってくる．それから突然，静寂が
破れた．狂いわめくような騒音があたりを満たして， レールは反り，大地
はふるえる－はげしい気圧一砂塵と蒸気と濃煙とが雲のように立ちこ
めて， まっ黒な怪物が鼻息もすさまじく通り過ぎる．騒音は，始まったと
きと同じように，次第にしずまっていった.」（239）自然と人間の技術とい
うこの二つの相反的な現象の中で，神秘的な’洸惚と荒々しい情欲との対極
が再び繰り返されて，ティールと二人の妻との関係を規定しているのであ
る．そして同時に， この二つの形姿において，ティール自身を駆りたてる
かの諸力が反映される． 日没の光景という形姿のおごそかな静けさから，
荒々しいものが突然現われてくるように， この男の静かな内面から重苦し
い衝動が，すべてを破壊しつくす力が突発するのである．そしてまた， こ
の荒々しい機械が人間の創造した技術的な現象としてでなく，それを示す
言葉の代りに「まっ黒な鼻息もすさまじい怪物」として表現されているこ
とは， この小説の内容が，経験的な現実を越えて，根源的な伝説や神話の
領域にまで高められていることを表わしていると言えよう． この小論の初
めにも述べたように， この作品の芸術的独自性はまさに， これらの自然や
線路や列車の通過の精密な現実描写が， ティールの内面的な姿勢を形姿
(Bild)において具体的に示している点にあるのであって，この象徴的な意
味を見落せば， この作品の叙事的妥当性を見誤まることになるであろう．
Wieseも述べているように「短篇小説(Novelle)という狭い，芸術的に
限られた，否，意識的に孤立している空間の内部でのこのような凝縮は，
象徴性なしではほとんど不可能である｣7からである．そしてまたここに
おいて,Martiniがやはりその解釈で示しているように，レアリスムスと
象徴性との結合が見られるのである．
こうして， 日没の光景と列車の通過の描写に引き続いて，第三章の第二
’
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部は，ティールの内面の描写に移っている． 「『ミナ』と，番人は夢からさ
めたようにささやいて， 自分の小屋のほうへ戻って行った．薄いコーヒー
をわかしておいてから，腰をおろした彼は， ときどきコーヒーをすすりな
がら，線路のどこかで拾いあげてきた， きたない新聞紙を見すえていた．
次第に彼は何か異様な不安に襲われてきた.」 （239）周囲の世界と内面の
世界，外部のかの諸力と内面のこの異様な不安， ここですでにこの両世界
の関連はうかがわれるけれども，先妻の名を口にすることによって，暫ら
くの間は安らぎが訪れるようである．番人は気をまぎらすために， もらい
ものの小さな畑に出かけて鋤をふるう．暫くの間は気が落ち着き「ひそか
な満足が心に忍びよって」（240）くるが， 「突然手をとめて，気づかわし
げに首まで左右にふりながら， 聞きとれるほどの大声で， 『いや，いや，
そいつはいけねえ』と」（240）ひとりごとを言うのである． 「これからは，
きっと， レーネがたびたびこの畑をたがやしにやってくるだろう」 （240）
という不安が頭をもたげ， 「畑持ちになったという喜びはたちまち嫌悪の
情に変わっていった」(240）のである． 「突然,厚い黒幕のようなものが
二つに裂けて， これまで曇っていた彼の目は，いまは，はっきりと真相を
見通せるようになった.」（241）この二年間の， 「先刻の印象からだけでも
十分に証明された長男の受難の歴史」（241）がありありと心に浮かび，こ
れまで「ずっと屈辱的な忍耐を重ねながら過ごしてきたことを深く恥じ
た」 (240)のである．この「突然，厚い黒幕のようなものが二つに裂けて」
現われるという表現は，あの象徴的な列車の描写と結びついて，ティール
の内面にもかの諸力が存在していることを示すのである． しかしこの一瞬
の浄化も，彼に冶癒的な慰めを与えたり，重大な決意を実現させるに至ら
ない． 「わが身の怠慢から犯した罪のいっさいを思い浮かべて自分を苦し
めているうちに，彼は耐え難い疲労感に襲われた．そこで彼は背中を丸め
て，額を手にのせ， その手をテーブルに支えたまま， 眠りこんでしまっ
た． しばらく彼はそうしてうつ伏していたが，やがて息詰まるような声で
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幾度か『ミナ』という名を呼んだ.」（241）
耐え難い疲労感が，つまり逃れようのない力が彼を圧倒し，彼をあやつ
る．そして彼は夢の中で亡き妻の姿を見る．ティールの内面の興奮が最初
の頂点に達するのはこの瞬間である． ここでも，あの列車の描写の際の音
響的な効果を受けて， 「測り知れない洪水のような， ごうごうというざわ
めきが彼の耳を満たした」 （241）ときに目を覚ますのである．それに続く
雷鳴と嵐との自然の描写は，亡き妻の浄化力と結びついていたあの日没の
情景のおごそかさとは違って， まさに荒れ狂う諸力の象徴であり，亡き妻
との精神的交流もまたかの諸力によってあやつられていることをおぼろげ
に感じさせる．ティールはその中で「溺れかけている者のような気」（242）
ｶﾐするのである．そしてつい今しがた夢の中で見た亡き妻の姿をはっきり
と思い出す． 「彼女はどこか遠いところから， レールの一つを伝ってやっ
てきたのであったが， ひどく顔色力§悪くて，着物のかわりにぼろを身にま
とっていた．ティールの小屋のそばを通りすぎたのに，見向きもしなかっ
たし，ついには－ここで記憶がはっきりしなくなるのだが－どういう
わけなのか非常に骨を折りながら前へ進んでいって，おまけに幾度か倒れ
さえしたのであった．ティールはなおも考えつづけて，彼女が逃げてゆく
ところだったことに気がついた． これは疑う余地のないことだ．それでな
ければ，あんな心配そうな目つきでうしろを見ながら，足が言うことを聞
かないのに，先へ先へと身を引きずってゆくはずがない．なんという恐ろ
しい目つきをしていたことか.」 （243） そして彼女は「何かぐったりとし
た，血みどろの，青白いものを布にくるんで持ち運んでいた」（243）ので
ある．ティールの内面では夢と現実との区別がつかない．夢がまるで現実
のように思われ，現実が夢のように思われる．そしてまさにこのことを，
作者は表現の上で芸術的に一致させるのである．つまり，夢の中の先妻の
姿はなまなましく現実的に，そのあとで蟇進してくる急行列車は幻想的に
非現実的に描写されているのである． この急行列車の描写が，ティールの
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内面の最後の高まりを暗示し，恐ろしいわざわいの予告を凝縮している．
「赤い丸い火の玉が二つ，巨大な怪物の大きな目玉のように夜の闇をつら
ぬいた・その火の玉のほうからこちらへ，血のような光がさしてきて，光
のとどくところに降る雨の粒を血のしずくに変えた． まるで空から血の雨
がふってくるように見えた.｣(243f)嵐の中の線路が「雨に濡れて輝きな
がら， ところどころで青白い月の光を吸いこんでいた」（242）という描写
と同じく，外の世界と内面の世界，現実と夢が「青白さ」と「血」のイメ
ージによるライトモチーフによって，互いに結びつけられているのみなら
ず， 自然とか線路とか列車という事物象徴とティールの内面とが，直接に
互いの中へ移行しあうのである． 「ティールは身の毛のよだつ思いがした．
そして列車が近づくにつれて， ますます高まる不安をおぼえた．夢と現実
とが彼の心のなかで一つにとけ合った.」（244）彼の目にはまだ「レール
の上をさまよう女の姿が見えていた．」 （244）彼は思わず列車を止めよう
とする・ このような外的な自然描写と内的な心理描写との交錯．融合と発
作的精神状態の表現は， まさにフラッシュ・バックを用いた映画的手法を
先取りしている．
この夜の興奮は次第に静まるけれども，一行あけるという区切りを用い
ずに’ すぐに「朝の六時に交代すると，彼はすぐさま家路についた.」
（245）という文章が続いているのをみると，この興奮はまだ翌日に持ち越
されるという感じを読者に抱かせる．事実，翌日は「すばらしい日曜日の
朝であった」（245）けれども， 「レーネは幾度か彼の様子に何か変なとこ
ろが見うけられるように思った．」 （245）教会の座席で彼が聖書を見ない
で，横から彼女を眺めていたり， 「昼時に， トビーアスがいつものように
往来へ抱いてゆくことになった赤ん坊を，彼がひとことも言わずにトビー
アスの腕から取って，彼女の膝にのせた」（245）りする。またその夜，明
日はもらいものの畑に家族皆で行くことになったとき， レーネが彼に背を
向けてローソクの明りで「胸着のひもを解いたり， スカートをおろした
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り」（246）しているとき， 何気なくふり向いて， ぎょっとする． 「情欲に
ゆがめられた夫の土気色の顔が見えた．夫はなかば身を起して，両手をベ
ッドの縁についたまま，燃えるような目で彼女を見つめていた.」 （246）
こうして、すでにたびたび語られてきたこの作品の主要な葛藤が， ここで
もう一度簡単な描写の中で整理される． しかし，それは単なるおさらいと
いうのではなく， これまでとは違って，すでにティールに病的な徴候が現
われていることを示しているのである．そして皆で森の中を通ってゆくあ
いだも彼は，嬉しがっている子供がそばにいるにもかかわらず， 「不安な
思いから抜けきれなかった」（247）し， トビーアスと彼が二人で線路沿い
に散歩するときも，讃美歌のように電柱から流れ出てくる「不可思議な響
き」（248）に耳を傾け， 「教会にいるときのようなおごそかな気分」（248）
になったり， 「これはあの世の霊たちの合唱で， さればこそ亡き妻もその
なかに声をまじえているのだろう」（248）と想像し,｢涙を流すほどの感激」
（248） に誘われるが， これらのことは結局は，彼がどれほどまだ一昨夜
の体験に呪縛されているかを表わしているのである． こうして一見おだや
かに見えるティールとトビーアス親子の散歩も， （トビーアスの被っている茶
色のフラシテンの帽子と， トビーアスが出し抜けに「父ちゃん，それ神さまかい」
と尋ねる木の上のリスの姿が，恐ろしいわざわいを予告する新しいモチーフになっ
ているけれども）ティールの不安を衰えさせることなく， この物語が， トビ
ーアスが列車に鰈かれて死ぬという不幸において外的な筋の第一の頂点に
達する，その地点にそのまま続くのである．
4
第三章の第三部の最初で， 「秒単位の文体」 (Sekundenstil)とでもいう
べき精密な描写で，外的な筋の第一の頂点が描かれる． (Wieseはホルツ
とシュラーフ(ArnoHolzとJohannesSchlaf)の『ハムレット親爺』R功a
H"沈伽(1889)を思い起こさせると述べている.8)
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「列車が目に見えるようになって一次第に近づいてくる一機関
車の煙突から無数の煙がせかせかと性急にふき出している．すると，
一つ—二っ—三つ， ミルクのように白い蒸気が機関車の汽笛を運
んできた．つづけざまに三度，短かい，鋭い，不安な音が鳴り響く．
プレーキをかけたな，なぜだろう，とティールは考えた．それからま
た非常汽笛がけたたましく耳をつんざいて，反響を呼び起こしたが，
今度は長いあいだ間断なしに鳴りつづけている．ティールは前へ出て
いって，線路が見わたせるようにした．機械的なしぐさで赤旗を袋か
ら出すと，それを目のまえのレールの上にかざした．—-たいへんな
こった一一→おれは目が見えなかったんだろうか？ たいへんなこった
—ああ，神さま，神さま，キリストさま，ありゃ何だろう？ あす
こだ 1一~．．．． 「とまれー一え！」と番人は
カのかぎり叫んだ．間に合わなかった．何か黒いかたまりが列車の下
にはまりこんで，車輪のあいだをあちこちゴムまりのように投げとば
された．二，三瞬間してから，プレーキのきいきいときしる音が聞え
た．列車はとまった．」 (250)
この文章の，スタッカートのように断続的なリズムとそして更に「体験
話法」によって，ティールの内的興奮と外的出来事が，同じような激しさ
で突き進んでいる．そしてこれに続く混乱が，騒々しい経過の中で客観的
に詳細に描かれたあとで再びティールの内面の描写へと進んでいく．この
事件が， ティールの内的な経過を次第に最後の頂点へと追いやるのであ
る．またしてもそれは， 線路のモチーフと結びついて現われる． 「あたり
は静かになっていた，死んだように静かになっていた．まぶしく光る砂利
の上に熱くなったレールが黒々と横たわっている．真昼が風を殺したの
で，森は石で作ったように動かない」 (253) 自然を「石で作ったように」
呪縛した同じ力が人間にも及ぶ． 「走るというよりはよろめきながら，彼
は番小屋に着いた．なかへ入ると，うつ伏せに地面へ倒れた．．．．まるで
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鉄の拳に首筋をつかまれているようなぐあいで，それがいかにもしっかと
つかまれているために， どれほどﾛ申きにﾛ申いて自由になろうとしても，彼
は身動きさえできなかった．額は冷えて， 目はかわき，喉はひりひりと燃
えていた.」（253）しばらくして正気に返ってから， 「二時間のあいだ，彼
は一秒一秒，一分一分を数えながら， トビーアスはどうなっていることだ
ろうかと想像しつづけた．」 （254）次第に異様な力が彼を捕えて，彼の中‘
に盲めっぼうな怒りをあおる． 「． ． 、彼の目は，大きく見ひらかれていた
のに， めくらのような感じを与えた．」（255）この場面での激しい呪咀の‘
せりふ－それは，事件の発端となった，番人が忘れ物をして家に引返し
たときに聞いたレーネの長々とした激しいののしり声と同じく， このほと
んどせりふのない小説の中ではほとんど例外的である． ティールには再
び，線路を歩くなにものかの姿が見え， 「待ってくれ－あの子を返して
くれ」（255）と呼びかける。 「ミナーそうだとも－おれあ，あの女を
……あの女をぶちのめしてやる」（255）「そんなふうにして百歩ばかり，
何か目に見えないもののあとを追っていた彼は，がっかりしたような様子
で立ちどまったが，いかにも心配そうな表情を浮かべたまま，哀願するよ
うに，懇願するように，両手をさし伸くるのであった．それから， もう一
度はるか遠くのほうにあのまぼろしの姿を見つけ出そうとでもするよう
に， 目をこらしながら片手を額にかざしたが，ついにその手がだらりと垂
れて，緊張していた顔つきが唖のような無表情に変わってしまった．彼は
向きを変えて，足を引きずりながら’来た道を戻っていった.｣(255f)l
ビーアスが礫かれるという残酷な現実の出来事に心を打ちひしｶﾇれて，テ
ィールは最後に夢の中へ， ミナの姿に救いを求めた． しかし，無駄であっ
た． ここにおいて今や，亡き妻への「精神的交流」が後妻への「衝動的情
欲」と対立をなしていたかのように見えたのが，結局のところ，前者も後
者と同じく，不可解なかの諸力によって動かされていたことがはっきりす
る． この最後のティールと亡き妻との出会いにおいて，彼自身の意識は完
1
1
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、全に消え去り，狂気の闇が彼の上に広がる． 「近くの白樺の木立ちから子
供の泣きわめく声が聞えてきた｡」 （256）それが狂気の合図になったので
ある・ 「だれもかまい手のなくなった赤ん坊」（256）が乳母車の中で泣い
ている．つい今し方見た線路を駆けぬけたリスの姿（256）とトビーアス
の姿がだぶって「『神さまが道を跳びこえてゆく』－いまこそ彼はこの
言葉の意味がわかった， 『トビーアス』－あいつがトビーアスを殺した
んだ－レーネが－あいつにトビーアスをまかせておいたのに－『ま
ま母め，鬼ぱばめ」と彼は歯がみをした， 『それだのに，あいつの餓鬼は
生きてやがる．』赤い霧が彼の五感を包みこみ，子供の二つの目が彼の心
をつらぬいた.彼は指のあいだに，やわらかい肉のかたまりのようなもの
を感じた． ぐぐと喉を鳴らしたり，ひいひいという音が， しゃがれた叫び
声にまじって彼の耳を打ったが，だれがそんな叫び声を出すものなのか，
彼にはわからなかった.｣(256f)しかしここではまだ，外的な筋の最後の
出来事は起こらない．それはこれから行なわれる兇行を先取りしているの
である． トビーアスの死がまだ事実として確認されていないからであろう
か．そしてそのとき，鉄道医のところまで運ばれていたトビーアスを乗せ
た列車が通過する信号ベルが鳴る． この音でとっさに彼は手を離す．そし
て「むさぼるように息を吸ったあとで，咳こんだり，泣きわめいたりしは
じめた」（257）赤ん坊をそのままにしておいて，彼は踏切へ駆けつける．
しかし列車がとまり，最後部の車輌からおろされたトビーアスは死んでい
た．何も知らない赤ん坊の喉をしめるというこの恐ろしい行為は，最後の
兇行を先取りしているのであるが， この前後に描写されている自然と列車
の形姿は，番人の行動の激しさとは反対に，荒々しさはすっかり消えて，
むしろ静かな暗い印象を与える． 「太陽が最後の光を森にそそぎかけて，
やがて消えてゆく．松の幹は，薄墨色の泥の層のようにおおいかぶさる梢
のあいだへ，朽ちて色あせた骸骨のように伸びている．一羽のきつつきの
木をつつく音が静けさをつらぬいて，はがれ色に青い冷たい感じの空を，
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時に遅れたばら色の雲がぼつんと一つ過ぎてゆく．」 (256) 「彼のうしろか
ら機関車のあえぐ音が聞こえてきた．それは病みおとろえた巨人のとぎれ
とぎれな苦しい息づかいもさながらであった．」 (257) ここでもやはり，
踏切番とその周囲の世界との象徴的な結びつきが，芸術的に歩み寄るので
ある．それは，ティールの激しい行動と一致するのではなく，ティールの
内面を象徴し，それと一致しているのである．このことは，結局，ティー
Jレは追いたてられ，どうしようもなく引き渡される者であって，自から行
為する者でないこと，むしろかの不可解な諸力の犠牲になったことを意味
しているのである．レーネすらも「気の毒な母親」 (252) としてみんなに
同情され，「絶えずしゃくりあげながら，顔じゅうに涙を流して」 (259) 
いたのであって，ここでは，善と悪，正と不正，罪と贖いといった倫理的
な問題ではもはや，とらえられない自然主義的決定論が響いているのであ
る．
こうして，外的な筋の最後の頂点の出来事に近づくにつれて，再び一―-
第一章での語り口のように一外から眺められた，報告者のように客観的
な表現に戻っている．レーネと赤ん坊を斧で惨殺するというむごたらしい
出来事の経過は， 直接には語られずに， その結果だけが，「人々」の発見
によって，報告されているだけである．この文体の変化は，ティールの内
面の，あの陰欝なしかも神秘的な人間の魂の世界から，市民的な日常の経
験的なしかし神秘性のない世界へと帰ってくることを表わしており，こう
してティールは司直の手に渡されるのである．
この作品の素材はありふれた日常的なものであるけれども，この人生の
極めて一般的な本質的な出来事とティールの運命とが，これまで見てきた
ような一定の芸術的変化によって，象徴的に結びつけられていて，この小
説全体の構成と文体において見事に結実されているのである．一定の世界
観とか思想性を拒否しながら，ハウプトマンは，この『踏切番ティール』
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’の象徴的な諸形姿において，完全な短篇小説の世界を構築したのである．
最後に，作者の視線はもう一度ティールに向けられる．犯行現場から姿
を消した番人が，翌朝， トビーアスの礫かれた場所で，線路のあいだにす
わっているのが発見される． 「彼はあの茶色の小さな毛皮帽を腕に抱きか
かえて，それを生きもののように絶えず愛撫していた.」 （261）完全に意
識を失なった人間のこの無意識的なしぐさのなかに，人間らしい喜こびと
感動が取り戻されている．それは「悪をも，善をもなす」あの不可解な諸
力の善行を示すかのようであるが， まさにこのティールの姿に，作品の暗
いテーマが昇華されているのである．そして作者もまた， この小論のはじ
めに挙げたように， このティールのしぐさをこの作品のしめくくりの文章
に選んだのであった．われわれはこの最後の，印象に残る文章から， この
不幸な男の苛酷な運命に対して同情するだけでなく，人間という被造物の
悲しみを感じるだろう．ハウプトマンの視点はこの人間の悲しみをいとお
しむことにあるのであって，終始作品のなかで人間の悲しみを描きつづけ
たのである．
本稿は数年前に，上道教授を長とした「自然主義の綜合研究」会で報告さ
れるはずであった原稿に基いている。
テキスト :GerhartHauptmann:D"sgesα"""g"eWeγ々.ErsteAbteilung
ErsterBand.Berlinl942,S.223-261.
（本文中のカッコ内の数字はテキストの引用頁をあらわす， なお訳文について
は， 『世界文学大系91，近代小説集★』（昭和39年筑摩書房）所収の佐藤晃一
訳を参照した）
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Ein Versuch der Interpretation · 
Bahnwärter Thiel 
Hirotaka Shintani 
Diese 1888 in der Zeitschrift Die Gesellschaft veröffentlichte 
,,novellistische Studie" war der literarische Ausgangspunkt Ger-
hart Hauptmanns, und darüber hinaus scheint sie die künstleri-
schen Züge Hauptmanns als eines der größten deutschen Drama-
tiker vorwegzunehmen. Das Thema dieses novellistischen Werks 
zeigt, daß die heile Welt eines in sich gesunden, allgemein geordneten 
Kleinbürgerlebens in jähem Sturz in der Heillosigkeit eines völligen 
inneren Zerfalls versinkt und es zeigt damit auch die übermacht 
des Zerstörerischen über das Heilige und Heilende, d. h. die hilflose 
Verzweiflung und Eitelkeit im unentrinnbaren Schicksal eines 
Menschen, der durch unbewußte Mächte zerstört wird. Dieses 
naturalistische Thema der Determiniertheit gibt nur einen negati-
ven Aspekt des Naturalismus, die Eigenheit dieser Erzählung aber 
besteht in dem künstlerischen, durch wiederholte Motive geschickt 
aufgebauten Handlungsgang und in dem Wechsel der Erzählweise: 
bald sachlich wie ein Reporter, bald scharf analysierend wie ein 
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Psychologe, bald dichterisch wie ein Künstler, der das Unsehbare, 
Verborgene ahnt und es in der Sprache gestaltet. Die vorliegende 
Arbeit versucht vom Standpunkt der werkimmanenten Interpre-
tation, solche künstlerischen Wandlungen in diesem Werk zu 
erforschen. Der Stoff dieser Novelle ist banal und alltäglich, 
trotzdem aber sind die allgemeinsten, wesentlichsten Vorgänge 
unseres Lebens und das Schicksal des Bahnwärters durch 
die künstlerische Gestaltung innig und symbolhaft verknüpft. 
Hauptmann hat in den symbolhaften Bildern in Bahnwtirter 
Thiel eine in sich geschlossene Welt der Novelle aufgebaut. 
Und nicht von ungefähr beendet der Erzähler diese Novelle mit 
der Schilderung des Bahnwärters, der „das braune Mützchen 
liebkost." In diesem unbewußten Benehmen des bewußtlosen 
Mannes leuchtet ein ergreifender Zug menschlicher Beglückung 
auf. Und wir haben nicht nur Mitleid mit dem schweren Los 
dieses unglücklichen Mannes, sondern wir fühlen auch die Trauer 
des Menschen überhaupt. Diese Trauer schildert Hauptmann 
immer wieder in seinen Werken. 
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